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凡
　
　
　
例
一、
ｱ
の
目
録
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
に
、
当
時
学
習
院
長
で
あ
っ
た
桜
井
和
市
氏
（
現
学
習
院
名
誉
院
長
）
を
通
じ
て
、
塩
崎
廣
氏
よ
り
当
史
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
、
紀
伊
国
名
草
郡
日
方
浦
（
現
和
歌
山
県
海
南
市
）
塩
崎
家
文
書
の
目
録
で
あ
る
。
一、
ｶ
書
は
原
則
と
し
て
年
代
順
に
配
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ
文
書
番
号
を
付
し
た
。
そ
の
際
、
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
は
一
括
し
て
枝
番
を
付
し
た
。
一、
ﾂ
々
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
文
書
番
号
、
作
成
年
代
（
推
定
し
た
も
の
に
は
括
孤
を
付
し
た
）
、
文
書
名
、
差
出
人
（
作
成
者
）
、
宛
名
、
形
態
、
数
量
の
順
に
記
し
た
。
一、
ｶ
書
の
差
出
人
（
作
成
者
）
お
よ
び
宛
名
は
、
次
の
方
法
で
示
し
た
。
〔
A
↓
B
〕
は
、
A
が
差
出
人
で
、
B
が
宛
名
。
単
に
〔
A
〕
は
差
出
人
（
作
成
者
）
の
み
、
〔
↓
B
〕
は
宛
名
の
み
を
示
す
。
一、
ｶ
書
の
形
態
の
う
ち
、
縦
帳
は
縦
、
横
帳
は
横
と
略
記
し
た
。
ま
た
何
冊
か
の
帳
面
や
状
を
一
纒
め
に
綴
っ
た
も
の
は
、
綴
と
し
た
。
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文
書
番
号
「二三六E四三ニーo乳八七穴二E四ゴし八一ヒ
年
代
文
政
九
年
一
二
月
改
（
慶
応
元
年
）
（
慶
応
三
～
明
治
二
二
年
）
明
治
二
年
三
～
六
月
明
治
二
年
七
月
二
五
日
明
治
二
年
七
月
よ
り
再
帳
明
治
四
年
九
月
明
治
五
年
七
月
明
治
八
年
四
月
改
明
治
九
年
二
月
文
書
名
形
態
　
数
量
折
敷
直
替
附
．
江
戸
直
替
附
な
ど
折
敷
仕
方
大
宝
栄
〔
和
田
屋
久
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
銭
通
用
方
な
ど
に
関
す
る
通
達
の
留
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
金
銀
取
替
出
銀
控
．
質
店
出
銀
控
・
証
券
預
り
控
・
所
持
田
畑
山
林
諸
懸
り
控
・
地
券
仮
控
な
ど
諸
控
帳御
用
留
明
治
一
三
年
九
月
一
日
～
一
四
年
二
月
二
八
日
明
治
一
三
年
九
月
一
六
日
～
一
六
年
四
月
七
日
明
治
一
三
年
九
月
明
治
一
三
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
青
木
精
一
郎
他
九
名
〕
明
治
一
三
年
九
月
明
治
一
四
年
一
二
月
一
五
日
　
蝋
燭
商
仮
規
則
履
行
に
つ
き
願
書
お
よ
び
蝋
燭
商
申
合
仮
規
則
〔
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
他
六
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
名
草
・
海
部
郡
長
平
田
綱
一
郎
〕
明
治
一
五
年
三
月
改
　
　
　
　
諸
手
間
代
な
ど
の
職
方
定
法
帳
〔
折
敷
職
元
〕
明
治
一
五
年
六
月
　
　
　
　
　
蝋
燭
商
仮
規
約
履
行
に
つ
き
辞
令
発
令
方
懇
願
書
・
蝋
燭
商
仮
規
約
明
治
一
五
年
七
月
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
交
信
社
規
約
書
諸
手
間
賃
を
辰
年
四
月
の
取
決
め
の
二
十
割
割
増
に
す
る
取
決
め
書
〔
折
敷
株
仲
間
〕
一
一
月
二
七
日
よ
り
三
月
一
四
日
ま
で
の
名
草
民
政
局
か
ら
の
通
達
の
留
書
水
様
御
積
置
講
破
講
に
つ
き
金
銭
受
取
覚
〔
冬
重
屋
市
介
他
一
四
名
〕
文
部
省
で
学
制
を
布
告
す
る
に
あ
た
っ
て
の
太
政
官
布
告
〔
太
政
官
〕
諸
手
間
代
な
ど
の
職
方
定
法
帳
〔
折
敷
職
元
〕
諸
手
間
代
な
ど
の
職
方
定
法
帳
　
　
　
　
　
　
　
株
券
渡
計
算
簿
　
　
　
　
　
　
貸
付
金
帳
簿
共
成
社
規
則
書
〔
青
木
精
一
郎
他
九
名
〕
共
成
社
規
則
お
よ
び
株
主
員
名
薄
縦縦縦縦縦縦縦縦綴縦縦縦横縦縦縦縦
　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一一一一　　　一一一一一一一“
145
一
δ
　
明
治
一
五
年
七
月
三
　
明
治
一
五
年
一
一
月
二
五
日
一
三
①
明
治
一
五
年
一
一
月
　
②
明
治
一
七
年
　
③
明
治
一
八
年
一
一
月
　
④
七
月
三
日
　
⑤
　
⑥
　
⑦
　
⑧一
三
　
明
治
一
五
年
一
二
四
　
明
治
一
五
年
一
二
月 一
月
二
五
日
～
一
六
年
四
月
一
七
日
一一
ﾜ
　
明
治
一
五
年
一
二
月
乗
明
治
一
五
年
一
二
月
一
モ
　
明
治
一
五
～
三
九
年
二八
@
明
治
一
六
年
一
月
三
一
日
一
王
　
明
治
一
六
年
一
一
月
八
日
和
歌
山
県
交
信
社
規
約
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
蝋
燭
製
造
改
良
に
つ
き
諭
達
願
書
〔
交
信
社
長
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
他
三
名
↓
和
歌
山
県
令
神
山
郡
廉
代
理
和
歌
山
県
警
部
長
秋
山
恕
郷
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
現
今
社
員
名
簿
〔
東
京
蝋
燭
睦
合
社
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
店
別
標
欄
皮
・
傘
な
ど
木
下
七
左
衛
門
積
入
高
の
書
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
蝋
燭
・
傘
・
標
欄
皮
東
京
問
屋
人
名
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
積
入
物
品
の
箇
数
・
届
先
・
出
方
の
書
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
標
欄
東
京
積
名
前
な
ど
の
綴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
傘
工
業
者
目
下
営
業
人
員
届
〔
名
草
郡
日
方
浦
傘
工
業
者
年
行
司
稲
井
弥
三
郎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
蝋
燭
組
合
総
理
・
委
員
の
投
票
用
紙
〔
松
下
治
兵
衛
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
姓
名
・
商
標
・
品
目
の
書
上
状
　
　
　
　
　
　
　
　
交
信
社
蝋
燭
改
良
に
つ
き
諭
達
願
書
・
荷
積
問
屋
約
定
書
な
ど
の
写
〔
塩
崎
〕
　
縦
交
信
社
人
員
の
蝋
燭
・
塗
物
・
傘
・
諸
産
物
東
京
行
荷
物
の
積
方
・
運
賃
・
舟
手
諸
掛
は
委
員
二
名
に
よ
り
取
締
る
と
の
申
合
結
約
書
〔
塩
崎
久
七
他
二
二
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
荷
積
問
屋
約
定
書
〔
荷
物
積
問
屋
石
倉
重
兵
衛
他
五
名
↓
交
信
社
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
名
草
郡
日
方
浦
蝋
燭
営
業
者
が
一
社
を
創
立
し
た
よ
う
に
郡
内
該
営
業
者
が
連
合
結
社
し
、
国
産
衰
微
を
挽
回
す
る
よ
う
諭
達
し
て
ほ
し
い
と
い
う
書
状
〔
↓
有
田
・
日
高
郡
長
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
生
漆
・
縄
代
な
ど
金
銭
勘
定
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
連
合
結
社
し
て
国
産
を
挽
回
す
る
よ
う
加
茂
郷
各
役
場
へ
勧
奨
し
た
旨
の
通
達
書
〔
名
草
海
部
郡
役
所
↓
郡
内
日
方
浦
戸
長
役
場
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
取
締
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
積
を
し
た
食
・
合
・
㊥
三
名
の
蝋
燭
商
の
荷
は
今
後
荷
請
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
仲
間
に
披
露
し
て
ほ
し
い
と
の
通
知
書
〔
東
京
蝋
燭
睦
合
総
代
柏
原
孫
左
衛
門
他
三
名
↓
交
信
社
塩
崎
久
七
他
一
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
一　　　　　　　　　　　　　一一一一一一二一一一　一“　一“一一
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智
δ
　
明
治
一
六
年
一
一
月
二
五
日
改
　
板
切
・
作
・
木
地
・
下
地
・
塗
な
ど
の
諸
手
間
代
取
決
め
書
〔
塩
崎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
三
　
明
治
一
六
年
　
　
　
　
　
　
　
共
成
社
解
社
に
っ
き
共
成
積
立
金
・
株
券
の
処
理
に
関
す
る
規
則
〔
取
締
人
青
木
精
一
郎
他
九
名
・
株
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
瀬
戸
久
七
他
六
七
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
三二
@
明
治
一
七
年
六
月
一
九
日
～
一
一
月
一
＝
日
　
日
記
（
前
欠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
胃
三
　
明
治
一
七
年
一
二
月
一
日
　
　
板
切
・
作
・
木
地
・
下
地
・
塗
な
ど
の
諸
手
間
代
取
決
め
書
〔
塩
崎
店
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
三
四
　
明
治
一
八
年
二
月
～
七
月
　
　
三
業
組
合
（
蝋
燭
・
椋
欄
・
傘
）
に
係
る
諸
願
達
控
（
後
半
は
三
業
組
合
の
訂
正
規
約
な
ら
び
に
設
立
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
控
）
〔
志
保
佐
幾
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
三
置
　
明
治
一
八
年
五
月
　
　
　
　
　
標
欄
東
京
積
同
業
組
合
設
立
に
っ
き
規
約
施
行
の
認
可
願
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
他
一
＝
名
〕
　
縦
三六
@
明
治
一
八
年
六
月
一
〇
日
　
　
傘
問
屋
組
合
創
立
願
書
・
傘
問
屋
組
合
規
約
書
（
写
）
〔
日
本
橋
区
室
町
壱
丁
目
九
番
地
組
合
総
代
大
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
蔵
他
一
名
↓
東
京
府
知
事
芳
川
顕
正
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
②
明
治
一
九
年
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
組
合
の
集
会
費
用
賦
課
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
規
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
③
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
（
草
稿
）
　
縦
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
内
規
約
（
草
稿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
日
方
・
名
高
傘
工
業
者
組
合
規
約
（
草
稿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
椋
欄
東
京
積
同
業
組
合
内
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
綜
欄
皮
縄
東
京
積
同
業
組
合
規
約
（
草
稿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
蠣
燭
東
京
積
同
業
組
合
規
約
（
草
稿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
⑪
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
内
規
約
（
草
稿
）
　
縦
三七
@
明
治
一
八
年
六
月
二
四
日
　
　
和
歌
山
県
下
傘
工
業
者
組
合
願
書
及
び
規
約
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
（
印
刷
）
一　　　一一一　一一
147
三八
@
明
治
一
八
年
六
月
二
四
日
三
九
　
明
治
一
八
年
六
月
二
四
日
四
〇
①
明
治
一
八
年
六
月
二
四
日
　
②
　
③
　
④
　
⑤
　
⑥
　
⑦
　
⑧
　
⑨
　
⑩
四一
ｾ
治
一
八
年
六
月
四二
@
明
治
一
八
年
六
月
窒
　
明
治
一
八
年
七
月
三
日
囲
明
治
一
八
年
七
月
二
八
日
窒
　
明
治
一
八
年
七
月
四
六
　
明
治
一
八
年
七
月
椋
欄
東
京
積
同
業
組
合
設
立
願
書
及
び
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
設
立
願
書
及
び
規
約
下
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
日
方
名
高
傘
職
工
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
〔
傘
工
業
者
名
草
郡
日
方
浦
稲
井
弥
三
郎
他
一
一
名
〕
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
日
方
名
高
傘
職
工
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
日
方
名
高
傘
職
工
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
標
欄
東
京
積
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
標
欄
東
京
積
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
東
京
へ
紀
州
物
産
売
捌
処
設
置
に
と
も
な
う
積
荷
物
入
札
な
ど
に
関
す
る
権
限
の
塩
崎
久
七
へ
の
委
任
状
〔
石
倉
正
右
衛
門
他
四
六
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
東
京
へ
紀
州
物
産
売
捌
処
設
置
に
と
も
な
う
積
荷
物
入
札
な
ど
に
関
す
る
権
限
の
塩
崎
久
七
へ
の
委
任
状
〔
井
上
庄
右
衛
門
他
三
〇
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
東
京
積
蝋
燭
・
稼
欄
皮
・
傘
等
組
合
に
加
盟
し
な
い
木
下
七
左
衛
門
他
二
名
の
取
調
報
告
書
〔
日
方
戸
長
↓
郡
長
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
稼
欄
・
傘
・
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
へ
の
加
入
免
除
願
書
〔
名
草
郡
名
高
浦
三
拾
弐
番
地
平
民
木
下
七
左
衛
門
他
三
名
↓
和
歌
山
県
令
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
傘
の
売
捌
き
を
入
札
法
に
改
め
た
い
旨
各
問
屋
へ
の
同
意
依
頼
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
石
倉
正
右
衛
門
他
＝
一
名
↓
東
京
傘
問
屋
仲
間
衆
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
蝋
燭
の
売
捌
き
を
入
札
法
に
改
め
た
い
旨
各
問
屋
へ
の
同
意
依
頼
書
〔
紀
州
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
員
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写
　
明
治
一
八
年
七
月
四
八
　
明
治
一
八
年
七
月
窒
　
明
治
一
八
年
七
月
二E五
一〇
：ヨ工里コ監二…二：謹ユ三コニ
八七六三酉三二
明
治
一
八
年
八
月
二
四
日
明
治
一
八
年
八
月
二
四
日
～
九
月
二
四
日
明
治
一
八
年
八
月
二
四
日
明
治
一
八
年
八
月
明
治
一
八
年
九
月
一
日
明
治
一
八
年
九
月
明
治
一
八
年
九
月
明
治
一
八
年
九
月
明
治
一
八
年
九
月
莞
①
明
治
一
八
年
九
月
　
②
明
治
一
九
年
一
月
③
明
治
一
九
年
一
月
④
明
治
一
九
年
四
月
九
日
石
倉
正
右
衛
門
他
二
四
名
↓
東
京
蝋
燭
問
屋
仲
間
衆
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
三
業
組
合
設
立
意
見
書
〔
東
京
積
蝋
燭
・
傘
・
綜
欄
同
業
組
合
設
立
出
願
人
惣
代
塩
崎
久
七
↓
鈴
村
名
草
・
海
部
郡
長
他
一
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
傘
工
業
者
組
合
願
書
及
び
規
約
書
〔
名
草
郡
日
方
駅
傘
工
業
者
組
合
事
務
処
〕
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
が
製
品
を
紀
州
物
産
売
捌
処
に
お
い
て
悉
く
販
売
す
る
こ
と
を
盟
約
す
る
条
約
書
草
案
〔
紀
州
物
産
売
捌
処
組
合
主
浜
口
吉
右
衛
門
他
二
名
・
和
歌
山
県
下
蠣
燭
東
京
積
同
業
組
合
員
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
組
合
願
書
及
び
規
約
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
（
印
刷
）
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
組
合
願
書
及
び
規
約
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
他
三
八
名
↓
和
歌
山
県
令
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
標
欄
皮
縄
東
京
積
組
合
願
書
及
び
規
約
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
（
印
刷
）
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
書
〔
清
水
与
次
兵
衛
他
三
一
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
三
業
組
合
に
係
る
草
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
組
合
願
書
及
び
規
約
書
〔
名
草
郡
日
方
駅
傘
東
京
積
組
合
事
務
所
〕
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
組
合
願
書
及
び
規
約
書
〔
名
草
郡
日
方
駅
蝋
燭
東
京
積
組
合
事
務
所
〕
　
　
縦
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
設
立
願
書
及
び
規
約
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
標
欄
東
京
積
同
業
組
合
規
約
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
東
京
蔵
元
両
家
と
椋
欄
皮
問
屋
と
の
間
で
と
り
か
わ
さ
れ
た
規
約
書
〔
組
合
・
両
家
〕
　
　
　
　
　
　
綴
傘
東
京
積
営
業
を
は
じ
め
組
合
に
加
盟
希
望
の
盟
約
書
〔
名
草
郡
名
馬
浦
本
人
木
下
七
右
衛
門
他
一
三
名
↓
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
総
理
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
蠣
燭
東
京
積
営
業
組
合
へ
加
盟
の
際
の
盟
約
書
〔
名
草
郡
名
高
浦
本
人
木
下
七
左
衛
門
他
一
名
・
名
草
郡
名
高
浦
本
人
田
村
純
造
他
一
名
↓
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
工
業
組
合
総
理
〕
　
　
　
　
　
　
　
綴
蝋
燭
東
京
積
組
合
へ
加
盟
の
際
の
盟
約
書
〔
有
田
郡
金
屋
村
本
人
山
田
保
兵
衛
他
一
名
↓
和
歌
山
県
下
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9
　
　
1
⑤
明
治
一
九
年
四
月
九
日
⑥
明
治
一
九
年
五
月
一
七
日
⑦
明
治
一
九
年
六
月
⑧
明
治
一
九
年
⑭⑬⑫⑪⑩⑨
　　　　　月
　　　　　九
　　　　　日
容
①
明
治
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
②
明
治
一
九
年
三
月
五
日
③
明
治
一
八
年
一
〇
月
二
〇
日
蝋
燭
東
京
積
メ
同
業
組
合
総
理
〕
状
椋
欄
皮
・
椋
欄
縄
東
京
積
組
合
へ
加
盟
の
際
の
盟
約
書
〔
有
田
郡
金
屋
村
本
人
山
田
保
兵
衛
他
一
名
↓
和
歌
山
県
下
椋
欄
東
京
積
同
業
組
合
総
理
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
傘
東
京
積
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
の
組
合
加
盟
の
際
の
盟
約
書
〔
名
草
郡
黒
江
村
本
人
宮
本
平
兵
衛
他
一
名
↓
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
工
業
組
合
総
理
〕
状
東
京
積
問
屋
定
約
書
、
和
船
・
帆
船
積
運
賃
一
覧
〔
海
部
郡
大
寄
港
御
前
新
右
衛
門
他
四
名
↓
東
京
積
業
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
標
欄
皮
縄
東
京
積
営
業
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
組
合
加
盟
希
望
の
盟
約
書
〔
名
草
郡
坂
井
村
本
人
佐
々
木
勝
之
助
↓
和
歌
山
県
下
綜
欄
東
京
積
同
業
組
合
総
理
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
日
本
郵
船
会
社
帆
走
船
積
運
賃
表
〔
日
本
郵
船
会
社
荷
役
問
屋
高
見
店
↓
方
弥
介
〕
　
　
　
　
　
　
　
縦
東
京
積
廻
漕
仲
間
の
規
約
証
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
東
京
積
椋
欄
皮
縄
貸
主
組
合
と
東
京
蔵
元
の
間
で
取
結
ん
だ
条
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
廻
漕
運
賃
議
定
書
〔
廻
漕
店
石
倉
重
兵
衛
他
三
名
↓
三
業
組
合
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
東
京
積
株
標
欄
皮
縄
貸
主
組
合
と
東
京
蔵
元
間
の
取
決
め
書
〔
組
合
貨
主
・
東
京
蔵
元
〕
　
　
　
　
　
綴
標
欄
皮
・
縄
販
売
方
法
に
つ
い
て
の
取
極
め
締
結
依
頼
書
〔
椋
欄
皮
縄
入
札
所
蔵
元
・
同
売
捌
問
屋
↓
紀
州
椋
欄
皮
縄
東
京
積
組
合
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
書
追
加
に
つ
き
認
可
願
書
・
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
規
約
書
追
加
に
つ
き
認
可
願
書
〔
東
京
積
組
合
惣
代
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
他
三
名
↓
和
歌
山
県
令
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
綴
塩
崎
久
七
ら
か
ら
提
出
さ
れ
た
瀬
戸
利
吉
他
二
名
へ
の
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
加
盟
説
諭
願
書
に
対
し
、
加
盟
の
意
志
が
な
い
の
で
却
下
し
た
旨
の
通
達
書
（
瀬
戸
他
二
名
の
和
歌
山
区
勧
業
係
に
対
す
る
答
申
書
・
蝋
燭
業
加
盟
説
諭
願
書
共
）
〔
名
草
・
海
部
郡
役
所
↓
名
草
・
海
部
各
村
戸
長
役
場
〕
　
　
　
　
　
綴
塩
崎
久
七
他
二
名
よ
り
東
京
積
組
合
規
約
書
迫
加
願
が
出
さ
れ
た
旨
の
通
達
〔
名
草
・
海
部
郡
役
所
↓
名
草
郡
名
高
浦
他
七
村
戸
長
役
場
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
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④⑤⑥
明
治
一
八
年
一
〇
月
八
日
⑦
明
治
一
八
年
一
〇
月
二
二
日
⑧
明
治
一
八
年
一
〇
月
二
ご
日
⑨
明
治
一
八
年
＝
一
月
一
〇
日
⑩
明
治
一
八
年
＝
一
月
一
〇
日
⑪
明
治
一
八
年
一
二
月
⑰
明
治
一
九
年
一
月
⑬
明
治
一
九
年
二
月
⑭
明
治
一
九
年
二
月
⑮
明
治
一
九
年
三
月
三
日
⑯
朋
治
一
九
年
三
月
四
日
傘
・
蝋
燭
・
標
欄
東
京
積
同
業
組
合
加
盟
者
の
届
書
（
下
書
）
〔
和
歌
山
県
下
何
東
京
積
同
業
組
合
総
理
塩
崎
久
七
↓
和
歌
山
県
農
商
課
〕
状
内
規
約
書
を
適
宜
に
持
え
る
こ
と
の
差
支
え
の
有
無
な
ど
の
覚
状
塩
崎
久
七
代
数
名
よ
り
の
綜
欄
皮
東
京
積
同
業
組
合
規
約
認
可
願
に
つ
き
質
問
が
あ
る
の
で
願
人
が
明
日
九
日
出
頭
せ
よ
と
の
通
達
〔
農
商
課
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
三
業
組
合
事
務
所
位
置
・
役
員
人
名
の
届
書
（
控
）
〔
和
歌
山
県
下
蝋
燭
・
標
欄
皮
縄
・
傘
東
京
積
組
合
員
名
草
郡
日
方
浦
石
倉
治
七
郎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
傘
工
業
者
事
務
所
位
置
・
役
員
人
名
の
届
書
（
控
）
〔
和
歌
山
県
下
傘
工
業
者
組
合
員
名
草
郡
日
方
浦
稲
井
宇
兵
衛
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
三
業
組
合
認
可
願
書
お
よ
び
規
約
書
な
ど
写
一
部
ず
つ
を
内
務
省
へ
進
達
し
て
ほ
し
い
旨
の
願
書
（
控
）
〔
和
歌
山
県
下
蝋
燭
・
傘
・
椋
欄
皮
縄
東
京
積
組
合
総
理
塩
崎
久
七
↓
和
歌
山
県
農
商
課
〕
　
　
　
　
　
状
三
業
組
合
人
名
お
よ
び
証
印
等
開
申
書
〔
和
歌
山
県
下
蝋
燭
・
傘
・
標
欄
皮
縄
東
京
積
組
合
総
理
塩
崎
久
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
椋
欄
皮
縄
の
外
積
を
禁
止
す
る
取
極
め
を
し
て
ほ
し
い
旨
の
依
頼
書
〔
椋
欄
及
縄
入
札
所
蔵
元
山
東
直
砥
他
三
名
↓
紀
州
椋
欄
及
縄
東
京
積
組
合
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
蝋
燭
業
加
盟
説
諭
願
書
〔
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
総
理
塩
崎
久
七
↓
県
令
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
加
盟
者
の
届
害
〔
名
草
郡
日
方
浦
五
十
五
番
地
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
総
理
塩
崎
久
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
傘
東
京
積
同
業
組
合
加
盟
者
の
届
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
五
十
五
番
地
傘
東
京
積
同
業
組
合
総
理
塩
崎
久
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
農
商
工
同
業
組
合
が
官
署
に
差
出
す
願
伺
届
等
に
は
同
業
組
合
役
員
連
署
を
す
る
よ
う
に
伝
え
る
よ
う
に
と
の
達
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
中
井
長
兵
衛
の
蝋
燭
東
京
積
廃
業
届
〔
名
草
郡
日
方
浦
五
拾
五
番
地
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
総
理
塩
崎
151
⑰
明
治
一
九
年
三
月
四
日
⑱
明
治
一
九
年
六
月
一
二
日
⑲
明
治
一
九
年
六
月
＝
一
日
⑳
明
治
一
九
年
六
月
一
二
日
⑳
明
治
一
九
年
六
月
二
一
日
⑫
明
治
一
九
年
六
月
⑳
明
治
一
九
年
六
月
⑭
明
治
一
九
年
七
月
二
〇
日
⑳
明
治
一
九
年
九
月
久
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
状
蝋
燭
東
京
積
組
合
の
中
井
長
兵
衛
が
規
約
第
五
条
の
第
五
項
に
違
背
し
た
の
で
規
約
通
り
に
取
計
ら
う
と
の
届
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
五
拾
五
番
地
蝋
燭
東
京
積
組
合
総
理
塩
崎
久
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
傘
東
京
積
同
業
組
合
の
事
績
・
決
算
な
ど
を
報
告
し
な
か
っ
た
の
は
、
認
可
以
来
日
も
浅
く
開
会
し
て
い
な
い
た
め
で
開
会
の
上
報
告
す
る
と
い
う
申
開
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
稲
井
弥
三
郎
・
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
輔
↓
名
草
・
海
部
郡
長
鈴
村
三
郎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
傘
工
業
組
合
の
事
績
・
決
算
な
ど
を
報
告
し
な
か
っ
た
の
は
、
認
可
以
来
日
も
浅
く
開
会
し
て
い
な
い
た
め
で
開
会
の
上
報
告
す
る
と
い
う
申
開
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
稲
井
弥
三
郎
・
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
輔
↓
名
草
・
海
部
郡
長
鈴
村
三
郎
〕
状
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
報
告
書
の
提
出
遅
延
に
つ
い
て
の
申
開
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
・
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
輔
↓
名
草
・
海
部
郡
長
鈴
村
三
郎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
組
合
経
理
を
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
報
告
す
る
よ
う
に
と
の
通
達
書
な
ど
の
綴
〔
名
草
・
海
部
郡
役
所
↓
名
高
浦
外
各
村
戸
長
役
場
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
蝋
燭
・
傘
・
椋
欄
皮
縄
東
京
積
同
業
組
合
認
可
以
来
日
も
浅
く
事
故
も
な
く
、
報
告
す
べ
き
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
報
告
が
お
く
れ
た
と
の
申
開
書
（
下
書
）
〔
蝋
燭
・
傘
・
椋
欄
皮
縄
東
京
積
総
合
総
理
塩
崎
久
七
他
三
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
傘
工
業
組
合
規
約
認
可
以
後
報
告
す
べ
き
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
報
告
し
な
か
っ
た
旨
の
上
申
書
〔
傘
東
京
積
工
業
組
合
年
行
司
稲
井
弥
三
郎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
過
日
来
休
業
し
て
い
た
が
本
日
よ
り
開
業
す
る
旨
の
届
書
〔
名
草
郡
船
尾
浦
松
下
治
兵
衛
↓
東
京
積
組
合
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
加
盟
者
の
届
書
（
下
書
）
〔
名
草
郡
日
方
浦
五
十
五
番
地
蝋
燭
東
京
積
組
合
総
理
塩
崎
久
七
↓
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
役
場
、
名
草
・
海
部
郡
長
平
田
綱
一
郎
、
和
歌
山
県
知
事
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
ご一一一一一一一一一
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⑳
明
治
一
九
年
一
一
月
（
一
〇
日
）
　
国
産
蝋
燭
改
良
の
た
め
の
歎
願
書
（
控
共
〉
〔
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
総
理
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
和
歌
山
県
農
商
課
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
⑳
明
治
一
九
年
＝
月
　
　
　
　
蠣
燭
製
造
改
良
の
こ
と
に
つ
き
開
申
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
輔
↓
和
歌
山
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
⑱
明
治
一
九
年
一
二
月
　
　
　
　
蝋
燭
改
良
・
品
質
維
持
の
た
め
組
合
に
加
盟
し
な
い
者
へ
加
盟
す
る
よ
う
厳
命
し
て
ほ
し
い
旨
の
懇
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
〔
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
総
理
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
↓
和
歌
山
県
農
商
課
〕
　
　
　
　
　
　
　
縦
⑳
明
治
一
九
年
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
・
有
田
・
日
高
の
組
合
で
、
蝋
燭
品
質
を
正
真
製
と
し
、
小
箱
詰
め
の
価
格
を
決
め
た
の
で
貴
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
で
も
堅
固
た
る
再
規
を
望
む
と
の
懇
願
書
〔
↓
組
合
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
⑳
明
治
二
〇
年
二
月
三
〇
日
　
　
標
欄
皮
縄
入
札
払
を
廃
止
し
、
向
後
は
直
に
応
対
で
売
却
し
た
い
旨
の
願
書
〔
塩
崎
久
七
他
一
一
名
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
口
吉
右
衛
門
様
支
配
人
山
本
庄
兵
衛
（
紀
）
商
店
多
田
宇
兵
衛
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
⑳
明
治
二
〇
年
六
月
六
日
　
　
　
組
合
の
傘
の
商
況
調
べ
報
告
書
の
提
出
方
通
達
書
〔
名
草
・
海
部
郡
役
所
↓
傘
東
京
積
同
業
組
合
〕
　
状
　
＠
明
治
二
〇
年
六
月
六
日
　
　
　
標
欄
皮
商
業
の
景
況
取
調
報
告
書
の
提
出
方
通
達
書
〔
名
草
・
海
部
郡
役
所
↓
標
椙
皮
東
京
積
同
業
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
取
締
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
⑳
明
治
二
〇
年
六
月
二
四
日
　
　
標
欄
皮
商
況
取
調
報
告
書
提
出
の
督
促
状
〔
名
草
・
海
部
郡
役
所
↓
日
方
浦
椋
欄
皮
同
業
組
合
取
締
所
〕
状
　
⑭
明
治
二
〇
年
六
月
二
四
日
　
　
傘
工
業
景
況
取
調
報
告
書
提
出
の
督
促
状
〔
名
草
・
海
部
郡
役
所
↓
日
方
浦
傘
同
業
組
合
取
締
所
〕
　
状
駒
明
治
二
一
年
六
月
六
日
蠣
燭
東
京
積
同
業
組
合
の
景
況
取
調
報
告
書
の
提
出
方
通
達
書
状
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傘
工
業
者
目
下
営
業
人
名
の
届
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
傘
工
業
者
年
行
司
稲
井
弥
三
郎
↓
海
部
・
名
草
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
積
標
欄
皮
組
合
加
盟
説
諭
願
書
〔
標
椙
皮
東
京
積
同
業
組
合
総
理
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
他
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
蝋
高
価
の
た
め
元
価
を
あ
げ
る
の
で
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
販
売
し
て
ほ
し
い
旨
の
書
状
〔
塩
崎
久
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
他
九
名
↓
盛
輝
組
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
六一
ｾ
治
一
八
年
一
〇
月
二
二
日
　
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
規
約
書
追
加
の
願
書
〔
蝋
燭
東
京
積
組
合
総
理
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
他
三
二一一一　　　　一一一一一一一
　
5
3
　
　
1
六一一
ｾ
治
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
六三
@
明
治
一
八
年
一
二
月
六
四
　
明
治
一
八
年
一
二
月
奎
　
明
治
一
八
年
一
二
月
六
六
　
明
治
一
八
年
一
二
月
六
七
明
治
一
八
年
交
　
明
治
一
八
年
交吉
　
明
治
一
九
年
一
月
芝
　
明
治
一
九
年
一
月
～
七
月
三
　
明
治
一
九
年
七
月
二
三
日
七三
@
明
治
一
九
年
九
月
六
日
明
治
一
九
年
一
月
二
八
日
～
八
月
一
八
日
②
明
治
一
九
年
九
月
六
日
茜
　
明
治
一
九
年
九
月
改
正
圭
①
明
治
一
九
年
一
〇
月
名
↓
和
歌
山
県
令
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
傘
東
京
積
同
業
組
合
規
約
書
追
加
に
つ
き
願
書
〔
傘
東
京
積
組
合
総
理
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
他
三
名
↓
和
歌
山
県
令
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
東
京
積
綜
欄
皮
縄
貨
主
組
合
と
東
京
蔵
元
と
の
聞
で
取
結
ん
だ
定
約
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
石
倉
正
右
衛
門
他
一
六
名
↓
綜
欄
皮
縄
入
札
所
蔵
元
浜
口
吉
右
衛
門
他
一
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
東
京
積
椋
欄
皮
縄
貨
主
組
合
と
東
京
蔵
元
と
の
間
の
定
約
書
下
書
〔
標
欄
皮
縄
入
札
所
蔵
元
浜
口
吉
右
衛
門
他
一
名
↓
紀
州
標
欄
皮
縄
東
京
積
組
合
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
標
欄
皮
縄
入
札
所
蔵
元
姓
名
書
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
三
業
組
合
に
係
る
弐
号
草
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
規
約
下
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
和
歌
山
県
下
標
欄
皮
縄
東
京
積
組
合
願
書
お
よ
び
規
約
書
〔
名
草
郡
日
方
駅
標
欄
皮
縄
東
京
積
組
合
事
務
処
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
三
業
組
合
に
係
る
布
達
留
〔
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
三
業
組
合
に
係
る
費
用
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
三
業
組
合
に
係
る
達
書
留
書
〔
事
務
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
縄
な
ど
の
入
札
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
に
加
盟
の
際
の
盟
約
書
〔
本
人
久
保
藤
助
他
一
名
↓
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
に
加
盟
の
際
の
盟
約
書
〔
本
人
川
崎
信
吉
他
一
名
↓
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
総
理
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
東
京
三
業
・
県
下
三
業
組
合
人
名
簿
〔
日
方
浦
事
務
所
附
属
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
者
に
対
し
加
入
す
る
よ
う
布
令
を
出
し
て
ほ
し
い
旨
の
歎
願
書
（
下
書
）
〔
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
総
理
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
↓
和
歌
山
県
農
商
課
〕
　
　
　
縦
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②
明
治
一
九
年
一
一
月
③
宍
　
明
治
一
九
年
＝
一
月
三
〇
日
宅七
@
明
治
二
〇
年
五
月
二
一
日
夫圭
①
明
治
二
〇
年
七
月
二
五
日
明
治
二
〇
年
七
月
一
日
～
八
月
二
六
日
②
明
治
二
〇
年
七
月
二
五
日
③
明
治
二
〇
年
七
月
三
一
日
④
明
治
二
〇
年
九
月
三
日
⑤
明
治
二
〇
年
一
〇
月
一
日
⑥
明
治
二
〇
年
一
〇
月
一
二
日
⑦
明
治
二
〇
年
国
産
蝋
燭
改
良
の
た
め
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
へ
加
入
し
て
い
な
い
者
に
対
し
加
入
す
る
よ
う
布
令
を
出
し
て
ほ
し
い
旨
の
歎
願
書
〔
蠣
燭
東
京
積
同
業
組
合
総
理
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
・
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
輔
↓
和
歌
山
県
農
商
課
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
蝋
燭
製
造
改
良
の
件
で
塩
崎
久
七
が
出
し
た
歎
願
書
の
添
書
（
下
書
）
〔
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ヶ
村
出
口
粂
之
助
↓
和
歌
山
県
知
事
松
本
鼎
〕
状
か
ね
て
立
替
え
の
学
校
費
四
八
〇
円
の
う
ち
三
四
二
円
を
受
取
っ
た
と
い
う
証
書
〔
石
倉
治
兵
衛
↓
塩
崎
久
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
石
倉
の
失
念
に
よ
り
付
け
洩
し
た
学
校
費
取
換
金
の
う
ち
、
六
割
を
返
金
す
る
こ
と
で
全
額
分
を
返
金
し
た
も
の
と
す
る
受
取
証
〔
石
倉
俊
兵
衛
↓
塩
崎
久
七
〕
状
　
　
　
　
講
師
日
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
自
分
に
対
す
る
疑
惑
は
無
実
な
の
で
至
急
議
員
各
位
取
調
べ
の
終
結
書
面
を
も
っ
て
報
告
し
て
ほ
し
い
と
の
願
上
書
〔
塩
崎
六
蔵
↓
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
輔
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
疑
惑
に
よ
り
村
会
議
員
を
辞
職
し
そ
の
後
何
の
沙
汰
も
な
い
が
、
自
分
は
無
実
な
の
で
事
件
の
是
非
を
判
明
さ
せ
指
令
を
出
し
て
ほ
し
い
と
の
願
書
〔
B
方
浦
塩
崎
六
蔵
↓
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
輔
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
七
月
二
五
日
付
で
提
出
し
た
自
分
に
対
す
る
嫌
疑
に
つ
い
て
議
員
で
審
議
し
た
結
果
を
書
面
を
も
っ
て
回
答
し
て
ほ
し
い
と
の
願
書
の
再
願
書
状
日
方
浦
蓄
積
共
有
金
を
め
ぐ
る
疑
惑
の
郡
長
に
よ
る
取
調
べ
依
頼
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
平
民
塩
崎
久
七
〕
縦
日
方
浦
蓄
積
共
有
金
に
関
す
る
疑
惑
の
郡
長
に
よ
る
取
調
べ
再
願
書
〔
塩
崎
六
蔵
↓
名
草
・
海
部
郡
長
平
田
綱
一
郎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
塩
崎
六
蔵
に
か
け
ら
れ
た
嫌
疑
の
件
に
つ
い
て
、
是
非
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
旨
の
歎
願
書
〔
那
賀
郡
小
畑
村
塩
崎
六
蔵
親
戚
総
代
山
中
樟
種
他
一
名
↓
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
輔
〕
　
　
状
日
方
浦
蓄
積
共
有
金
に
関
す
る
不
正
事
件
の
郡
長
に
よ
る
取
調
べ
再
願
書
〔
塩
崎
六
蔵
↓
名
草
・
海
部
一一一一一一
一
　
5
5
　
　
1
⑧
明
治
二
〇
年
⑨
明
治
二
一
年
四
月
⑩
明
治
二
一
年
四
月
⑪
明
治
二
一
年
一
〇
月
一
六
日
⑫
明
治
二
一
年
一
〇
月
一
六
日
八八八八八八二E四三；－o ⑬
明
治
二
一
年
一
〇
月
一
八
日
⑭
明
治
二
〇
年
七
月
明
治
二
〇
年
八
月
＝
一
日
明
治
二
〇
年
一
明
治
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
明
治
二
〇
年
＝
一
月
九
日
明
治
二
〇
年
＝
一
月
一
〇
日
入
六
①
明
治
二
〇
年
　
②
一
月
二
二
日
～
明
治
一
＝
年
六
月
ご
四
日
郡
長
平
田
綱
一
郎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
日
方
浦
蓄
積
共
有
金
の
疑
惑
究
明
願
い
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
塩
崎
六
蔵
に
疑
い
が
か
か
っ
た
名
草
郡
日
方
浦
浦
内
諸
決
算
疑
惑
の
再
調
べ
願
書
（
写
）
〔
名
草
郡
日
方
浦
九
六
番
地
平
民
久
七
父
塩
崎
六
蔵
↓
和
歌
山
県
知
事
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
明
治
二
〇
年
六
月
二
九
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
に
数
回
日
方
浦
々
会
議
員
集
会
し
た
蓄
積
金
決
算
不
審
の
件
に
つ
き
意
見
書
（
下
書
）
〔
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
六
蔵
↓
和
歌
山
県
知
事
松
本
鼎
〕
　
　
　
　
　
　
縦
日
方
浦
蓄
積
共
有
金
に
関
す
る
書
類
の
照
会
お
よ
び
証
明
願
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
橋
爪
宗
太
郎
他
一
名
↓
名
草
．
海
部
郡
長
平
田
綱
一
郎
〕
状
業
務
の
都
合
で
出
頭
で
き
な
い
の
で
代
理
と
し
て
三
木
町
南
之
丁
平
民
木
下
繁
太
郎
を
立
て
る
の
で
許
可
し
て
ほ
し
い
と
の
願
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
平
民
橋
爪
宗
太
郎
他
一
名
↓
名
草
・
海
部
郡
長
平
田
綱
一
郎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
明
治
一
三
年
か
ら
一
二
年
ま
で
の
日
方
浦
共
有
金
穀
計
算
明
細
書
類
の
証
明
願
書
な
ど
の
下
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
平
民
橋
爪
宗
太
郎
他
一
名
↓
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ヶ
村
戸
長
出
口
粂
之
助
〕
　
　
　
　
　
　
　
縦
今
回
の
県
庁
へ
の
請
願
は
浦
内
入
民
の
た
め
の
こ
と
な
の
で
特
別
に
聞
き
入
れ
て
ほ
し
い
旨
の
内
願
書
（
下
書
共
）
〔
久
七
父
塩
崎
六
蔵
↓
松
本
様
家
夫
中
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
蝋
燭
・
標
欄
皮
・
傘
東
京
積
報
告
書
な
ど
綴
綴
標
欄
皮
東
京
積
報
告
書
・
傘
東
京
積
報
告
書
・
蝋
燭
東
京
積
報
告
書
〔
名
草
郡
日
方
浦
塩
崎
久
七
〕
　
　
綴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
弐
号
日
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
共
成
社
株
主
連
名
控
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
共
成
社
予
備
金
配
当
帳
〔
中
西
猪
七
他
＝
一
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
保
存
す
べ
き
帳
簿
の
目
録
〔
旧
共
成
社
取
締
角
田
清
兵
衛
他
六
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
明
治
二
〇
年
度
名
草
郡
日
方
浦
外
七
ケ
村
費
予
算
議
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
戸
長
役
場
経
費
一
ケ
年
分
余
算
な
ど
の
綴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴
一
一
搦
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明
治
一
＝
年
五
月
二
一
日
　
　
和
歌
山
県
知
事
へ
の
拝
謁
願
書
及
び
拝
謁
の
委
任
状
〔
塩
崎
六
蔵
↓
和
歌
山
県
知
事
〕
　
　
　
　
　
　
状
明
治
一
＝
年
八
月
一
二
日
～
明
治
二
二
年
二
月
一
九
日
　
三
号
日
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
明
治
一
二
年
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
一
年
七
月
四
日
に
尋
ね
て
来
た
人
の
名
前
書
・
八
月
二
四
日
の
集
会
に
出
席
し
た
人
の
名
前
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
明
治
二
一
～
二
二
年
　
　
　
　
諸
雑
記
留
〔
塩
崎
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
明
治
二
二
年
二
月
二
〇
日
～
五
月
三
一
日
　
第
四
号
日
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
明
治
二
二
年
四
月
三
〇
日
　
　
村
会
不
当
の
議
決
取
消
と
共
有
金
保
全
の
訴
え
内
済
の
届
書
〔
出
口
条
之
輔
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
明
治
三
〇
年
一
月
三
一
日
～
一
二
月
三
一
日
　
ひ
と
月
分
ご
と
の
金
銭
受
取
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
明
治
三
三
年
～
三
七
年
　
　
　
旧
盆
・
旧
暮
ご
と
の
漆
の
部
・
板
の
部
な
ど
の
仕
入
値
段
な
ど
の
決
算
書
上
（
前
後
欠
）
　
　
　
　
　
横
寅
年
一
〇
月
　
　
　
　
　
　
　
家
中
の
困
窮
を
助
け
る
た
め
貴
賎
一
和
金
策
仕
法
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
津
田
伊
助
の
建
白
書
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
崎
久
七
ほ
か
の
同
意
書
〔
↓
東
番
所
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
東
京
積
傘
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
傘
東
京
積
同
業
組
合
内
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
（
印
刷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
蝋
燭
・
株
欄
・
傘
東
京
積
同
業
組
合
内
規
約
の
下
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
内
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
（
印
刷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
日
方
・
名
高
傘
職
工
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
内
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
蝋
燭
東
京
積
同
業
組
合
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
燭
商
内
約
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
下
標
欄
東
京
積
同
業
組
合
内
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傘
東
京
積
同
業
組
合
設
立
願
書
調
印
漏
れ
に
つ
き
上
申
書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
信
社
組
合
規
約
・
附
内
規
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
信
社
内
規
約
書
下
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　一一　　　　　　　一一一一一一
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紀
州
物
産
会
社
設
置
に
際
し
会
社
と
国
元
荷
主
が
取
結
ん
だ
規
則
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
紀
州
物
産
売
捌
所
で
の
物
品
売
捌
き
を
委
託
す
る
に
あ
た
り
、
社
員
と
売
捌
所
と
で
結
ん
だ
条
約
書
　
縦
　
　
一
　
旧
東
京
入
札
処
で
の
売
捌
方
に
関
す
る
取
り
決
め
下
書
（
断
簡
共
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
二
紀
州
物
産
会
社
設
立
の
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
東
京
で
の
物
産
販
売
に
つ
い
て
は
す
べ
て
荷
主
総
代
に
ま
か
せ
る
と
い
う
委
任
状
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
解
社
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
蓄
積
金
支
消
の
略
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
一
折
敷
江
戸
積
仲
間
定
直
段
・
諸
事
用
書
拍
・
入
物
出
銀
拍
・
村
方
町
内
諸
入
用
拍
・
永
代
貸
拍
　
　
　
横
　
　
一
地
券
証
（
前
後
欠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
地
所
売
買
に
つ
き
地
券
書
換
願
書
〔
名
草
郡
阪
井
邨
売
渡
人
藤
田
佐
右
衛
門
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
二
藤
田
佐
右
衛
門
の
地
所
の
内
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
賛
成
捺
印
済
の
部
、
不
賛
成
の
部
金
高
・
姓
名
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
一
・
状
一
日
方
浦
議
事
傍
聴
心
得
・
議
案
・
号
外
議
案
の
留
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
株
の
割
賦
計
算
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
株
金
の
割
賦
計
算
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
一
会
議
の
日
付
・
金
銭
な
ど
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
　
　
一
利
子
金
な
ど
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
　
　
一
四
代
目
塩
崎
久
七
経
歴
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
　
　
一
お
＼
た
に
わ
た
り
㈲
・
㈲
（
和
田
屋
四
代
目
塩
崎
久
七
の
事
蹟
な
ど
を
記
し
た
も
の
）
〔
塩
崎
廣
〕
縦
（
印
刷
）
　
二
説解
〔
解
　
説
〕
　
紀
伊
国
名
草
郡
日
方
浦
（
現
和
歌
山
県
海
南
市
内
）
は
、
す
で
に
十
四
世
紀
末
に
三
上
庄
大
野
郷
内
に
惣
村
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
の
後
慶
長
六
年
の
浅
野
幸
長
に
よ
る
検
地
で
は
、
村
高
五
六
五
石
余
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
神
田
村
分
を
含
む
高
で
、
後
に
は
浦
方
の
日
方
浦
と
村
方
の
神
田
村
分
に
分
村
す
る
。
天
保
十
年
完
成
の
地
誌
「
紀
伊
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
、
日
方
浦
の
村
高
は
五
五
六
石
余
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
神
田
村
分
を
含
め
た
家
数
は
五
八
八
軒
、
人
数
は
二
五
二
四
人
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
人
口
が
多
か
っ
た
の
は
、
「
（
隣
村
）
黒
江
と
同
く
膳
椀
折
敷
を
製
し
、
又
紋
羽
足
袋
傘
を
製
す
」
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
こ
は
、
そ
う
し
た
特
産
物
の
積
出
港
と
し
て
も
栄
え
て
い
た
。
そ
こ
で
紀
州
藩
は
こ
こ
に
コ
一
歩
口
役
所
」
を
設
け
て
流
通
の
統
制
を
は
か
っ
て
い
る
。
な
お
そ
の
後
日
方
浦
は
、
明
治
十
二
年
に
神
田
村
を
合
併
し
、
昭
和
九
年
に
は
近
隣
町
村
と
海
南
市
を
形
成
す
る
。
　
そ
の
日
方
浦
に
あ
っ
て
塩
崎
家
は
、
紀
州
藩
御
仕
入
方
役
所
（
宝
暦
三
年
成
立
）
の
江
戸
御
産
物
方
に
よ
る
蝋
燭
・
傘
・
椋
欄
皮
の
特
産
物
販
売
に
、
嘉
永
・
文
久
期
に
蝋
燭
仲
間
の
一
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
家
で
あ
る
。
そ
の
後
明
治
十
五
年
七
月
に
、
日
方
浦
の
旧
蝋
燭
仲
間
を
中
心
に
自
治
的
同
業
組
合
で
あ
る
「
交
信
社
」
が
設
立
さ
れ
る
と
、
当
主
久
七
は
そ
の
社
長
に
就
任
す
る
。
こ
の
交
信
社
は
、
翌
十
六
年
末
に
は
塩
崎
ら
の
努
力
と
、
和
歌
山
県
の
支
持
に
よ
っ
て
海
部
・
有
田
・
日
高
の
三
郡
へ
組
織
を
拡
大
す
る
。
さ
ら
に
翌
十
七
年
十
一
月
の
農
商
務
省
に
よ
る
「
同
業
組
合
準
則
」
、
同
年
十
二
月
の
県
布
達
八
二
号
「
農
工
商
同
業
組
合
規
約
準
則
」
、
翌
十
八
年
二
月
の
県
布
達
＝
一
九
号
「
蝋
燭
業
な
ど
同
業
組
合
を
結
成
す
べ
き
旨
の
達
」
を
受
け
て
、
塩
崎
ら
を
中
心
に
し
て
同
年
六
月
に
は
、
紀
州
生
産
売
捌
所
・
入
札
販
売
法
構
想
を
も
つ
三
業
対
象
の
同
業
組
合
規
約
が
具
体
化
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
同
業
者
内
部
の
反
対
や
県
の
行
政
指
導
も
あ
っ
て
大
幅
に
修
正
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
八
月
～
十
月
に
か
け
て
順
次
業
種
別
の
準
則
組
合
が
結
成
さ
れ
る
。
　
塩
崎
家
文
書
は
、
一
二
五
件
（
二
〇
九
点
）
を
数
え
る
が
、
そ
の
大
半
は
そ
う
し
た
準
則
組
合
成
立
に
い
た
る
明
治
十
年
代
の
蝋
燭
・
傘
・
綜
欄
の
同
業
組
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
文
書
を
利
用
し
た
硬
究
に
、
竹
内
庵
氏
の
「
準
則
組
合
の
成
立
過
程
－
三
業
（
蝋
燭
・
傘
・
椋
欄
）
を
中
心
に
」
（
安
藤
精
一
編
『
和
歌
山
の
研
究
』
3
、
清
文
堂
）
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
田
　
肇
）
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